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　平成23年10月3日（月）15:00-17:00に事務局会議を現地で開催しました。相生中島地区の9月の出水の影響を現地で確

認し、その後エールセンター十勝で出水の影響に関して当会議の今後の検討課題と河川管理者への提案方針を確認しまし

た。出水の影響としては、ワッカ沼の水面が下流側へ拡大したことと、ワッカ沼へ流入するクリークの出現が確認できました。

　また、10月7日(金)に河川管理者と受注業者、当会議の3者で「道路(管理用)の設置」と「同地区下流ワンド部とクリークの保

全」について意見交換をするため、現地立会を行いました。道路設置については、情報を整理した上で再検討することとし、下

流ワンドとクリークの保全については、生息する生物へ配慮した工法での施工が予定されていることが確認できました。
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現地見学会・事務局会議・現地立会の様子

◆下流側に拡大したワッカの沼(10/3)◆崩落しつつある、昨年まで利用していた工事用道路(10/3)

◆相生中島地区下流側のワンドとクリーク(10/3)

◆ワッカ沼付近にて現地立会(10/7) ◆相生中島地区下流側のワンドとクリーク付近での現地立会(10/7)

◆事務局会議（エールセンター十勝）(10/3)


